
問合せ先

令和４年度

所管部・課 作成日

歳入 11 正職員 修正日

歳出 1,828
会計年度
任用職員

3 評価日

項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民

入館者数の目標達成 年間入館者数15,000人
以上（単位：人）

22,380 17,872 16,389 16,400 17,489

Ｂ：達成

2 市民

設置目的に合致したサービスの
提供

小・中学校来館（出前
授業）数　年7校以上
（単位：校）

16 7 8 7 9

Ｂ：達成

3 市民

主催講座の開催 年間講座数3講座以上
（単位：講座）

5 4 4

Ｂ：達成

4 業務

他施設との連携 他施設との年間共同開
催1件以上（単位：件）

2 2 1 1 1

Ｂ：達成

5 業務

安全確保体制の確立 資料館単独防災訓練
年1回以上実施（単位：
回

2 1 2 1 1 資料館単独で防災訓練を実施

Ｂ：達成

6 人材

スタッフの研修 資料館内研修会　年6
回以上実施（単位：回
／年間）

12 7 5 6 12

Ａ：達成（優）

「郷土の水と人々のあゆみ」をテーマに、江南区の歴史・文化をより多くの市民に知っていただける施設を
目指します。
そのために市民の方が来館された際により知識を深められ、満足していただけるような資料館づくりを進め
ます。

主に区内の小学校の来館をサポートする「江南区郷土史学習支援事業」が今年度も有効であったと思われる。
職員及びボランティア向けの研修会等を継続して実施したことで、ガイド及び学習支援のアプローチ（サービス）をさらに向上することができた。
来館する小学生や講座受講者が再来館する事象が見受けられ、来館者数の増加につながっていた。
来館者の安全と安心に引き続き配慮しながら、ボランティアの資質向上を目指すとともに、適切かつ満足いただけるサービスの提供と学びの支援
ができるよう努めたい。

歴史講座と郷土史講座を統合し、
郷土資料館講座として実施した。
これにより事業（講座）が整理され
て分かりやすくなり、参加者数の
増加にもつながった。

利用者の安全と文化財の保護を
強く意識して、計画的に訓練を実
施した。

防災訓練の実施

古文書学習やボランティア研修
会など

新潟市歴史博物館みなとぴあの
協力・助言を受け、企画展の同時
開催で写真展示を実施した。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

新潟市歴史博物館みなとぴあと
共同で展示会を開催

昨年度に引き続き、ボランティア独
自の研修に加え、来館する小学校
を想定したボランティアの研修を
実施し、ボランティア相互の交流も
図った。

江南区校長会等での事業紹
介、区内の社会見学サポート
（江南区郷土史学習支援事業）
を実施

郷土資料館講座、古文書学習、
学校長期休業中の体験教室の
開催

昔のくらし展、収蔵品を活用した
企画展などを実施

来館小学校の増加と館主催講座
への参加者の増加が来館者数の
増加につながり、リピーターにも
なった。

本事業を活用した学校内での引
継ぎや、区内外の学校間で情報
共有がなされ、来館校数が増加し
たものと推察する。

江南区の歴史資料、民族資料その他資料を保存・公開することにより、市民の歴史及び文化
に対する理解を深めるとともに、市民文化の向上に資する。

当初予算（千円）

R5.7.21

主な事業等
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